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【手続補正書】
【提出日】平成22年3月12日(2010.3.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　給紙部と排紙部とに連続した搬送路と、
　前記搬送路に沿って用紙を搬送する搬送手段と、
　前記搬送路上を搬送される前記用紙に液を吐出する複数の液吐出手段と、
　前記複数の液吐出手段と前記排紙部との間の位置に設けられるとともに、前記液が吐出
された前記用紙の光沢度を測定する測定手段と、
　前記液が吐出された直後の前記用紙の光沢度と、前記測定手段で測定された光沢度とを
比較して前記液の乾燥時間を算出し、前記複数の液吐出手段から前記排紙部までの前記用
紙の搬送時間が前記乾燥時間と等しくなるように前記搬送手段の搬送速度を制御する制御
手段と、
　を具備することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記測定手段を前記用紙が搬送される搬送方向と直交する前記搬送路の幅方向に移動さ
せる移動手段を具備し、
　前記測定手段は、前記用紙上の記録密度の高い領域で光沢度を測定することを特徴とす
る請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記複数の液吐出手段は、前記用紙が搬送される搬送方向に沿って並んで配置されてお
り、
　前記測定手段は、前記搬送方向の最も下流位置に配置される前記液吐出手段により形成
された画像のうち、記録密度の高い領域で光沢度を測定することを特徴とする請求項２に
記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記液が吐出された直後の前記用紙の光沢度は、予め用紙の種類ごとに測定されており
、
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　前記制御手段は、予め測定された、前記液が吐出された直後の前記用紙の光沢度を記憶
していることを特徴とする請求項３に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記用紙上のインクが乾燥する時間を予測することを特徴とする請求
項４に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記用紙に形成する画像情報から記録密度の情報を予め取得して、前
記記録密度が高い領域を認識することを特徴とする請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記液が吐出された直後の前記用紙の光沢度は、予め用紙の種類ごとに測定されており
、
　前記制御手段は、予め測定された、前記液が吐出された直後の前記用紙の光沢度を記憶
していることを特徴とする請求項６に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記用紙上のインクが乾燥する時間を予測することを特徴とする請求
項７に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　複数の液吐出手段により用紙上に液を吐出し、液が吐出された用紙を排紙部に向けて送
り、送られる前記用紙の光沢度を測定するとともに、前記光沢度と液が吐出された直後の
用紙の光沢度とを比較して前記液の乾燥時間を算出し、前記液吐出手段から前記排紙部ま
での前記用紙の搬送時間が前記乾燥時間と等しくなるように制御することを特徴とする印
刷制御方法。
【請求項１０】
　前記用紙の記録密度の高い領域で光沢度を測定することを特徴とする請求項９に記載の
印刷制御方法。
【請求項１１】
　前記複数の液吐出手段のうち、前記用紙が搬送される搬送方向の最も下流に配置された
液吐出手段により形成された画像のうち、記録密度の高い領域で光沢度を測定することを
特徴とする請求項１０に記載の印刷制御方法。
【請求項１２】
　前記用紙に形成する画像情報から記録密度の情報を予め取得して、前記記録密度が高い
領域を認識することを特徴とする請求項１０に記載の印刷制御方法。
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